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珪藻遺骸からみた越後平野升潟地域における
上部完新統の古環境変遷
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Upper Holocene paleoenvironmental change inferred仕omdiatom flora 
from the Masugata area of the Echigo Plain, Japan 
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Abstract 

Diatom flora of the Holocene borehole core (MG-1) from the Masugata area in Niigata 

was examined to infer the paleoenvironmental change in coastal area of the Echigo Plain. Over 

180 diatom taxa were identified in the borehole core. Most of the horizons analyzed were 

characterized by fresh water species, and their environments were inferred as marshes, bogs 

and small ponds. Several minor transgression events were also recognized for the past 5000 

yrs. 
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1.はじめに

筆者は，越後平野における縄文海進高頂期以降の内水面iの広がりゃ規模を解明するために，その古地
型11の変遷について地質学的な検討を進めている。矢部ほか（2001）は，越後平野の内陸部に位置する西

部版tn：月潟村において掘削されたポーリングコア試料の珪藻遺骸群集をもとに古環境の変遷について検
討したD また， Yabeet al. (in press）は，月潟村と白根市で掘削されたポーリングコア試料の珪藻遺骸

群集の比較をもとに平野の内陸部における古環境の変遷について検討した（図一1）。その結果，平野の

内｜接部においては縄文海進高頂期以降に沼沢混地， j昆民｛，池沼などの淡水域の環境が繰り返されており，

また桜数回にわたって汽水域の拡大があったことが明らかになった。この度，越後平野の臨海部に位置す

る阿蒲原郡西川町升潟地域において掘削されたボーリングコア試料の珪藻遺骸群集について検討をおこ

ない，その古環境の変遷と，内陸部における群集との対比がl!J=jらかとなったので、概要をここに報告する。

2.升潟MG-1孔の層相

検討したオールコアボーリング試料（MG-1孔）は，越後平野の臨海部に位置する西蒲原郡西川町チ｜－

潟の凶方において掘削されたものである（｜事ト 1）。ポーリングの孔目標高は0.35m，掘削仲長は50.00

mである。試料は半割にして記載をおこない，そのJ{Rfj'(学的な検討はト部・尚子兵（2001）によって報告が

なされた。肘相の概要は以下のとおりである（｜京卜 2)~ 
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図－ 1 升潟MGー 1孔（＊），月潟TG-1孔（0）ならびに
白根89-4孔（口）の掘削地点c月潟TGー 1孔の
位置については矢部ほか（2001）を．白根89-4孔
については安井ほか（2001）をもとに作成したc

深度0.75～14. 3 m J門司I~ は，相i ~1：.シルト，砂

質シルトを主体としており， ・郎はシルトと極端H粒

砂～朝日粒砂が互屑をなしているのが特徴である。

また，全体的に腐柄物が散点しているが， 4J回

準では特に？詩集しているc深度14.3～14.4m層

準は，土壊化した褐色砂からなっており，かつて

陸域化したことを示している。深度14.4～48.3m

屑準は，平行葉型n，フォアセット府四！が特徴的に
発達する細粒砂～＂ I粒砂を主体としており，相i

l：，シルトを挟イ1：している。また， 1:1＝. ~iiや生物援
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図－2 升潟MGー 1孔の地質柱状図および珪藻遺骸
分析層準（．）。珪藻遺骸分析層準の番号は本
文中の試料No.をしめす。地質柱状図はト部・高
浜（2001）をもとに作成した。

乱も多く確認される。深度48.3～50.0m府準は，炭質物をわずかに挟在している青灰色粘土からなってい

るのが特徴である。火山灰と思われるものが数回準から確認されたが，その同定については今後の検討

課題である。

ところで，深度0.75～14.3mの粘土，シルト，砂質シルトを主体とする層準は鴨井ほか（2002）のA府に

相当し，それ以深は鴨:JI：ほか（2002）のD.E, F層に相当すると考えられる。また，鴨井ほか（2002）によ

ると， AJ1回は縄文＂i1ij:進向]J(JUJ以降の堆積物に相当し，その下限の年代は約5000年前であると考えられて

いるむ
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3.升潟MGー1孔の珪藻遺骸

MG-1孔の最.J二部（深度0.75～14.3m）において約lOcm間隔で珪藻遺骸分析朋のプレパラートを作

成し，予備的な顕微鏡観察をおこなったoそのうち珪藻遺骸が比較的多く含まれている36層準について計

数をおこなった結果， 39属183種が検出され，それぞれの層準における俊占種や随伴種をもとに古環境の

変遷が明らかになったD なお，試料処理，計数方法，珪藻遺骸の同定については， Yasuiand Kobavashi 

(2001），矢部ほか（2001),Yabe et al. (in press）にしたがったc

試料・NuOl （深度1.20～l.22m層準）：本層準からは，淡水性のFragi1ariacapucina Desm. , 

Achnanthes lanceolata (Bre b. ) Grun .• Cymbella minuta Hilse, Gomphonema parvulum (Kz. ) 

Kz., Synedra ulna (Nitzsch) E.が優先して検出された。鹿島（1986）による沼沢地を指標する種が多

く見られることから，本屑準の堆積時は沼沢湿地の環境であったと推定される。

試料Nn02～03（深度1.50～1. 62m層準）：本層準からは，淡水性のGomphonemaangustum Ag. , 

Gomphonema p;1rvulum (Kz. ) Kz. , FragHaria capucina Desm.が優先して検出された。また，本層

準は， ilC水～海水性のGyrosigmaspp.，汽水～海水性のN1・tzschialorenzian’t Grun. ，淡水～？~71<·性

のCocconeisplacen tu/a E.を随伴するのが特徴であるc安井ほか（2001)による河口の環境を指標する

積静に矧似していることから，本層準の堆積時は淡水の影響が強いもののやや海水の影響もある河口の

ような汽水域が広がっていたと推定されるc

試料Nn04～12（深度1.96～4.32m層準）：本層準からは，淡水性のFragilariacapucina Desm. , 

Achnantカeslanceolata (Bre b. ) Grun. , Achnan的eslinea.ris (W. Sm.) Grun., Achnanthes minutissima 

Kz. , Cymbella minuta Hilse, Gomphonema parvulum (Kz. ) Kz. , Synedra ulna (Nitzsch) E. , 

Cymbella spp. , Navicula spp.などが優先して検出されたc鹿島 (1986）による沼沢地を指標する稜

が多く見られることから，本層準の堆積時は沼沢湿地の環境であったと推定されるo

試料Nul3～21（深度4.74～6.98m層準）：本層準からは，淡水～汽水性のAchnantheslanceolata 

(Breb.) Grun., Achnanthes minutissima Kz., Cymbella m nuta Hilse, 1均viculacryptocephala 

Kz. , Gomphonema angustum Ag. , Gomphonema pan1ulum (Kz. ) Kz.が優先して検出されたcま

た，本！丙準は，汽水～海水性のGyrosigmaspp.，汽水～海水性のNitzsch白lorenzianaGrun.や

Nitzschia sigma (Kutz.) W. Sm.，淡水～汽水性のCocconeispfacentula E.を随伴するのが特徴で

ある。安井ほか（2001）による河口の環境を指標する種群に類似していることから，本層~＆の堆積時は淡

水の影響が強いもののやや海水の影響もある河口のような汽水域が広がっていたと推定されるc

試学l・Nu22～25（深度7.08～8.54m層準）：本層準からは，淡水性のEunotiabilunaris (E. ）》lillsや

Eunotia minor (Kz. ) Grun.をはじめとするEunotiaspp.やTabellariafenestra臼（Lyngb.)Kz.が

優先して検lHされたc鹿島 (1986）による酸性の止水域を指標する種群に類似していることから，本層準
の:tm椛＂寺は；服店（の環境で、あったと推定される。また，淡水浮遊性の Aulacoぽ ＇Jraambiguc1 (Grun.) 

Simonsenが14～18%の頻度で、検出される層準も確認されたことから，一時的に湖沼のような流れのない

安定した水峨が広がっていたと推定されるc

試：rl・Nu26～29（深度8.82～9.84m層増）：本層準からは， Achnantheslanceolata (Breb) Grun., 

Fragilaria capucina Desm. , Synedra ulna (Nitzsch) E. , Gompl1011enu1 parvulum (Kz. ) Kz.をは

じめとするGompl1011emaspp., Cymbella spp., Navicula spp.が優先して検出された。鹿島 (1986)

による沼沢地を指標する種が多く見られることから，本層準のI断i1P寺は沼沢i!m地の環境であったと推定さ
れるD

試料No.30（深度10.34～10.36m屑準）：本層準からは，淡水～汽水性のBacillariapaxillifer (0. 

?vt. ) Hendy, Nmricula eliginensis (Greg. ) RalfsをはじめとするNaviculaspp., Diploneis ovalis 

(Hilse) Cl. , Diploneis puella (Schumann) Cl. , Nitzschia breviss ~ma Grun. , Pinnularia micros臼uron

(E.) Cl.が優先して検出された。また，本層準は，汽水～海水性のNaviculamarina Ralfsや

Gyros忽maspp.を随伴するのが特徴である。本層準の堆積時は海水の影響・もある汽水域が広がってい

たと推定される。
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4.越後平野における古環境変遷

升潟MG-1孔の最上部における球部遺

骸群集を検討した結果，純文海進両頂期

以降，本地域には主にt(J沢泊！地，？！＼I~J京，池

沼のような淡水域が繰り返し広がっていた

ことが明らかになったc さらに，淡水のJ~制i

が強いものの海水の影響もある河IIのよう

な汽水域も複数回にわたって広がっていた

ことカ汁何らかになった2

矢部ほか（2001)，安打：ほか（2001)I 

Yabe et al. (in press）は．越後平野の内

陸部における l二部完新統の市環境の変遷
について検討をおこなった。その結県，平

野の内陸部においては，純文海進，f:jTfiJVJ 
以降に沼沢j服地，？M民（， j也れなどの淡水域
の環境が繰り返されており，さらに海水の影

響もある河口や干潟のような汽水域も級数1111

にわたって広がっていたことがゆ］らかになっ
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図－3 越後平野における縄文海進高頂期以降の珪藻遺骸区分の
対比（案）o・：淡水湿地．・：淡水湿原t，，.：淡水池沼．企：河
口などの汽水域c斜線は水域の拡大が対比されることを，破
線は水域の鉱大が対比される可能性が高いことをしめす。月
潟TGー 1孔の柱状図と珪藻遺骸区分については矢部ほか
(2001)を．白根89-4孔の柱状図と珪藻遺骸区分につい
ては安井ほか（2001）を簡略化して作成したc

-60-



た。今回， MG-1 孔の最上部における11~？築造骸群集を検討した結果．越後平野の臨海部は，内陸部と

同様な古環境の変遷をたどってきたことがJYJらかになったoさらに， MG一1孔の深度4.74～6.98mから確
認された汽水域の環境を示す府準は，その深度や珪藻遺骸の種組成を比較すると，白根地域における珪

藻遺骸区分であるSD-2や月潟地域におけるTD-3に対応し，この時期に平野の内陸部まで広く汽水

域が拡大していた可能性が高い（｜望ト 3)oまた， MG-1孔の深度1.50～1. 62mと10.34～10. 36mから

は汽水域の環境を示す屑準が礁三思されたが．内陸部である白根地域や月潟地域からはこれらに対応する

回準は確認されていない。このことから，これら2聞の汽水域の拡大は，越後平町’の内陸部まで及ばない

より小規模なもので、あった可能性が向いc

これまで、の研究で確認された越後平野における水域の拡大の要悶のひとつとして，日本列島域におい

て縄文海進高頂期以降に知られている氷河性海水準変動が挙げられる。日本列島域において，約5000

～4000年前に知られている海退は純文中期の小海退，約3000～2000年前に知られている海退は弥生の

小海退と呼ばれている (Umitsu,1991) o越後平野で確認された水域の縮小に相当する白根地域のSD-

8～SD-7や月潟地域のTD-8は，純文中期の小海退と年代が調和的である。また，白根地域のSD-

5～SD-3や月潟地域のTD-7～TD-5は，弥生の小海退と年代が調和的であるといえる（安井ほか，

2001 ; Yabe et al. , in press）。しかし，越後平野においては，それ以外にも複数回にわたって水域の拡

大・縮小があったことが確認されていることから，その要因として氷河性海水準変動以外にも考慮をしな

ければならない。例えば，越後平野における堆積盆の周縁部には多数の伏在活断層が推定されている

（新潟県地質図改訂委員会編， 2000）。また，ト部ほか（1999）や尚浜ほか（2000）は，平野の内陸部に

位置する西蒲原郡味方村や月潟村から発見された縄文時代の遺跡、の分布をもとに，この地域では差別的

な地盤の沈降運動が生じていることが明らかになったD以上のことから，このような堆積盆の運動も，平野

における水域の拡大・縮小の要｜羽として考えなければならないことを示している。

越後平野における純文海進期以降の恥積物は，層厚が最大で約20mにも逮していることから（鴨井ほ

か， 2002），平野における堆積盆の変動とともに，日本列島域における古環境の変動も詳細に記録してい

るものと期待されるc今後は，升潟MG-1孔の最上部についてより多くの層準の珪藻遺骸分析とともに，

火山灰層の同定をもとにした年代決定や地層対比，堆積相解析の検討結果との比較（例えば，ト部・高

浜， 2002; Urabe et al. , in press）を進めることによって，詳細な古環境の変遷やその要因について考

察していきたい。
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